
令　和　８　年　4　月　

墨田区　不燃・耐震促進課

（１）【耐震改修工事助成対象確認申請書（第１号様式）】

申請書類に不備が確認された場合、受付できない場合が

ありますので、日付は未記入のまま窓口へお持ちください。

受付時に記入します。

助成金申請者（工事の契約者）の記名欄です。

添付書類（建物登記簿や家屋課税台帳など）に記載された

所有者本人が助成金申請する場合は「申請者本人」を選んで

ください。

所有者以外が申請する場合は「申請者以外」を選び、

所有者の住所・氏名を記入してください。

※別途、承諾書や印鑑登録証明書の添付が必要になります。

高齢者等が居住する場合は、一般に比べ助成率が上がります。

該当する項目を選び、証明する書類を添付してください。

（例：住民票、運転免許証、健康保険証のコピーなど

　　　工事する住宅に居住していることを証明するもの）

（２）【消費税についての確認書】

申請する助成金の種類を選んでください。

◆記入には、黒のボールペンを使用してください。

　※鉛筆や消せるボールペンは不可

◆訂正する際は該当部分を二重線で消してください。

◆赤・青枠以外の部分も記入が必要です。

　記入もれのないよう、ご注意ください。

耐震改修助成申請書 記入上の注意点

　①助成対象確認申請　（耐震改修計画作成(設計)・耐震改修工事の契約・実施前に提出）

(1)

(2)



令　和　８　年　４　月　

墨田区　不燃・耐震促進課

申請書類に不備が確認された場合、受付できない場合が

ありますので、日付は未記入のまま窓口へお持ちください。

受付時に記入します。

区発送「耐震改修工事等助成対象確認通知書（第４号様式）」

の日付・文書番号（通知書右上に記載）を記入してください。

「工事完了確認者」は、計画作成(設計)をした建築士です。

「施工現場責任者」は、施工業者（工務店など）の

現場責任者です。

区職員が現地に赴き、耐震改修工事の実施を確認します。

筋交いや接合金物など、施工箇所が最終的に隠れてしまう

場合には、確認できる段階（工事中）を指定してください。

申請書類に不備が確認された場合、受付できない場合が

ありますので、日付は未記入のまま窓口へお持ちください。

受付時に記入します。

区から届いた「耐震改修助成対象確認通知書（第４号様式）」

の日付・文書番号（通知書右上に記載）を記入してください。

着手申出書でも記入した、工事完了確認者（建築士）について

記入してください。

その他、申請についてご不明な点は下記担当まで

墨田区　不燃・耐震促進課　不燃・耐震促進担当

（メール）funentaishin@city.sumida.lg.jp

（直通）   ０３－５６０８－６２６９　　（内線）３９６３

　③完了実績報告　（耐震改修工事の完了後に提出）

【耐震改修工事助成金交付申請書兼完了実績報告書（第22号様式）】

　②着手申出　（耐震改修工事の着手前日までに提出）

【耐震改修助成着手申出書】


